
子
育
て
支
援
員
に
必
要
な

知
識
や
技
能
を
修
得
し
よ
う

行
政
に
関
す
る
困
り
ご
と
は

行
政
相
談
所
に
相
談
し
よ
う

　
行
政
に
関
わ
る
こ
と
で
困
っ
て
い
る
こ

と
や
要
望
し
た
い
こ
と
に
つ
い
て
相
談
に

応
じ
、
そ
の
解
決
や
実
現
を
促
進
す
る
た

福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
券

２
年
度
受
け
付
け
開
始

　
市
は
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
在
宅
者
に

対
し
、
タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

■
対
象
者　
身
体
障
害
者
手
帳
１・２
級
、

療
育
手
帳
Ａ
判
定
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
１・２
級
を
持
っ
て
い
る
人　

※
自
動
車
税
ま
た
は
軽
自
動
車
税
の
減
免

を
受
け
て
い
る
場
合
は
対
象
外
で
す
。

■
助
成
内
容　
１
枚
６
０
０
円
の
タ
ク

シ
ー
券
を
申
請
月
か
ら
年
度
末
ま
で
の
１

カ
月
に
つ
き
２
枚
、
最
大
２４
枚
交
付

■
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
会
社　
▼
安
代

観
光
タ
ク
シ
ー
▼
平
舘
タ
ク
シ
ー
▼
西
根

観
光
タ
ク
シ
ー
▼
福
祉
タ
ク
シ
ー
こ
ま
ど

り
▼
ら
く
ら
く
ケ
ア
タ
ク
シ
ー（
乗
車
ま

た
は
降
車
が
秋
田
県
内
の
場
合
に
限
る
）

■
申
請
方
法　
地
域
福
祉
課
ま
た
は
西

根
・
安
代
両
総
合
支
所
、
田
山
支
所
に
印

鑑
と
当
該
手
帳
を
持
参
し
、
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
福
祉
課
障
が

い
福
祉
係（
☎
・
内
線
１
１
１
２
）

 

市
は
滝
沢
市
、矢
巾
町
、雫
石
町
の
４

市
町
合
同
で
、子
育
て
支
援
員
研
修（
地
域

保
育
コ
ー
ス
）を
行
い
ま
す
。

■
対
象　
子
育
て
支
援
な
ど
の
仕
事
に
関

心
を
持
ち
、家
庭
的
保
育
事
業
な
ど
へ
の

従
事
を
希
望
す
る
、ま
た
は
既
に
従
事
し

て
い
る
市
内
在
住
の
人

■
日
時　

▼
講
義　
６
月
６
日
、20
日
、７
月
４
日
、

1８
日
、８
月
１
日
の
全
５
回
。い
ず
れ
も
土

曜
日
午
前
９
時
半
か
ら
午
後
４
時
半
ま
で

▼
実
習　
７
月
中
に
２
日
間
実
施
。
受
講

決
定
後
、
日
程
を
調
整
し
ま
す
。

■
場
所　
八
幡
平
市
役
所
多
目
的
ホ
ー

ル
棟

■
費
用　
２
７
５
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

■
定
員　
５
人
程
度（
八
幡
平
市
分
）

■
申
込
期
限　
５
月
11
日
㈪

■
申
し
込
み
方
法　
受
講
申
込
書
に
必
要

西
根
地
区

▼
担
当　
工
藤
昭
二

▼
日
時　
毎
月
20
日
午
前
９
時
半
か
ら
正
午

ま
で

▼
場
所　
大
更
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※
本
年
度
か
ら
、西
根
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
か

ら
開
催
場
所
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
☎
・
内
線
２
０
０
２

松
尾
地
区

▼
担
当　
佐
々
木
正
志

▼
日
時　
毎
月
第
３
月
曜
日（
祝
日
の
場
合

は
翌
日
）午
前
９
時
半
か
ら
正
午
ま
で

▼
場
所　
市
役
所
本
庁
舎
相
談
室

▼
問
い
合
わ
せ
先　
☎
・
内
線
１
１
４
５

安
代
地
区

▼
担
当　
山
本
富
栄

▼
日
時　

毎
月
20
日（
土
曜
日
ま
た
は
日
曜

日
の
場
合
は
、
前
日
ま
た
は
前
々
日
の
金
曜

日
）午
前
９
時
半
か
ら
正
午
ま
で

▼
場
所　
偶
数
月
は
安
代
総
合
支
所
、奇
数

月
は
田
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ
先　
☎
・
内
線
３
１
２
３

※
開
催
日
時
・
場
所
は
、暮
ら
し
の
情
報
カ

レ
ン
ダ
ー
で
毎
月
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

め
、無
料
の
行
政
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
国
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員
が

次
表
の
通
り
、
毎
月
１
回
地
区
ご
と
に
行

政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
相
談
は
予
約
不
要
で
、
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

事
項
を
記
入
の
上
、持
参
ま
た
は
郵
送（
必

着
）で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。受
講
申
込
書

は
、市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
か
、地
域
福
祉
課
ま
た
は
西
根
・

安
代
両
総
合
支
所
か
ら
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
福
祉
課
児
童
福

祉
係（
☎
・
内
線
１
１
０
７
）

　
市
は
市
民
の
居
住
環
境
の
向
上
と
、
住

宅
関
連
産
業
を
中
心
と
し
た
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
木
造
住
宅
の
新

築
・
増
改
築
工
事
費
と
住
宅
の
水
洗
化
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
費
に
助
成
し
ま
す
。
申
請

は
工
事
着
手
前
に
し
て
く
だ
さ
い
。

❶
木
造
住
宅
の
新
築
・
増
改
築
工
事

■
対
象
住
宅　

▼
市
内
に
居
住
す
る
目
的
で
新
築
す
る
木

造
住
宅
、
ま
た
は
所
有
か
つ
居
住
し
て
い

る
住
宅
で
増
改
築
す
る
木
造
住
宅　
※
共

同
住
宅
、
建
売
住
宅
、
別
荘
な
ど
一
時
的

に
使
用
す
る
住
宅
、
賃
貸
な
ど
営
利
を
目

的
と
し
た
住
宅
は
対
象
外
▼
集
合
住
宅
や

併
用
住
宅
は
、
延
べ
床
面
積
の
２
分
の
１

以
上
を
居
住
用
、
住
宅
用
と
し
て
使
用
し

て
い
る
住
宅
▼
過
去
に
同
助
成
を
受
け
て

い
な
い
住
宅

■
対
象
工
事　

▼
新
築
ま
た
は
建
築
確
認
申
請
が
必
要
な

増
改
築
で
、
対
象
工
事
に
要
す
る
経
費
が

１
０
０
万
円
以
上
の
工
事
▼
集
合
住
宅
は

居
住
専
用
部
分
、
併
用
住
宅
は
住
宅
部
分

を
対
象
と
す
る
工
事
▼
施
工
業
者（
法
人

ま
た
は
個
人
事
業
主
）が
施
工
す
る
工
事

▼
他
の
補
助
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
工
事

▼
令
和
３
年
３
月
19
日
㈮
ま
で
に
完
了
報

告
が
で
き
る
工
事

■
対
象
者

▼
助
成
金
の
交
付
請
求
時
に
対
象
住
宅
を

所
有
し
、
居
住
し
て
い
る
人
▼
市
税
を
滞

納
し
て
い
な
い
人
▼
過
去
に
同
助
成
を
受

け
て
い
な
い
人

■
助
成
金
額　
左
表
の
通
り

■
申
請
期
限　
12
月
18
日
㈮

表＿木造住宅新築・増改築工事助成額
※市内の業者に発注した場合は以下の通り

（市外業者に発注した場合の助成額は半額）

対象経費 助成額

2,000万円以上 50万円

1,000万円以上2,000万円未満 40万円

500万円以上1,000万円未満 30万円

100万円以上500万円未満 20万円

※市産材を５立方㍍以上使った場合は、１立
方㍍当たり２万円を上乗せ（上限50万円）

住
宅
の
新
築
・
増
改
築
工
事
と

水
洗
化
リ
フ
ォ
ー
ム
に
助
成

❷
住
宅
の
水
洗
化
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

■
対
象
住
宅

▼
自
己
が
２
分
の
１
以
上
を
所
有
し
、
自

己
ま
た
は
自
己
と
生
計
を
同
一
に
す
る
親

族
が
延
べ
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
居
住

し
て
い
る
市
内
の
住
宅
▼
過
去
に
同
助
成

を
受
け
て
い
な
い
住
宅

■
対
象
工
事

▼
既
存
の
排
水
設
備
、
便
槽
ま
た
は
合
併

処
理
浄
化
槽
を
下
水
道
処
理
施
設
、
農
業

集
落
排
水
処
理
施
設
ま
た
は
合
併
処
理
浄

化
槽
に
接
続
す
る
工
事
お
よ
び
そ
れ
に
伴

う
増
改
築
工
事
▼
対
象
工
事
に
要
す
る
経

費
が
20
万
円
以
上
の
工
事
▼
集
合
住
宅
は

居
住
専
用
部
分
、
併
用
住
宅
は
住
宅
部
分

を
対
象
と
す
る
工
事
▼
増
築
の
場
合
は
、

農
業
委
員
会
５
月
総
会
の

申
請
書
提
出
期
限
が
変
更

　
市
農
業
委
員
会
は
農
地
法
３
条・４
条・

５
条
・
適
用
外
証
明
願
・
農
地
改
良
届
の

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申
請
書
の

提
出
期
限
は
毎
月
５
日
と
し
て
い
ま
す

が
、
５
月
総
会
に
係
る
提
出
期
限
を
次
の

通
り
変
更
し
ま
す
。

　
申
請
受
け
付
け
後
は
、
記
載
内
容
の
審

査
や
現
地
確
認
調
査
を
行
い
、
毎
月
25
日

開
催
予
定
の
総
会
で
審
議
さ
れ
ま
す
。

■
申
請
書
提
出
期
限　
５
月
１
日
㈮

■
現
地
調
査
予
定
日　
５
月
１４
日
㈭

増
築
面
積
が
10
平
方
㍍
以
下
の
工
事
▼
市

内
に
主
と
な
る
事
業
所
か
本
店
を
有
す
る

法
人
ま
た
は
個
人
事
業
主
が
施
工
す
る
工

事
▼
他
の
補
助
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
工

事
▼
令
和
３
年
３
月
19
日
㈮
ま
で
に
完
了

報
告
が
で
き
る
工
事

■
対
象
者　
❶
木
造
住
宅
の
新
築
・
増
改

築
工
事
の
対
象
者
と
同
様

■
助
成
金
額　
対
象
工
事
に
要
し
た
経
費

の
５
分
の
１
以
内
の
額（
上
限
20
万
円
）

※
市
共
通
商
品
券
で
交
付

■
申
請
期
限　
令
和
３
年
１
月
29
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
先　

建
設
課
建
築
係

（
☎
・
内
線
１
３
０
６
）

■
総
会
開
催
予
定
日　
５
月
２5
日
㈪

■
許
可
書
交
付
予
定　
【
３
条
】５
月
２7
日

㈬
以
降　
【
転
用
】６
月
中
旬
以
降（
県
知

事
許
可
）

■
問
い
合
わ
せ
先　
同
委
員
会
事
務
局
農

地
調
整
係（
☎
・
内
線
１
３
５
３
）

安
代
診
療
所
名
称
変
更

業
務
内
容
は
従
来
通
り

　
八
幡
平
市
国
民
健
康
保
険
安
代
診
療
所

は
４
月
１
日
か
ら「
八
幡
平
市
立
安
代
診

療
所
」に
名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

安
代
診
療
所（
☎

７
２・３
１
１
５
）

西
根
地
区
体
育
館
が
使
用
中
止

　
市
は
４
月
１
日
か
ら
、
施
設
の
老
朽
化

に
伴
い
、
西
根
地
区
体
育
館
の
使
用
を
中

止
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
振
興
課
ス

ポ
ー
ツ
推
進
係（
☎
・
内
線
１
１
５
１
）

　
市
は
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
軽
微

な
変
更
に
限
り
、申
し
出
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
申
し
出
可
能
要
件　
農
業
振
興
地
域
の

整
備
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
10
条
に
定

め
る
軽
微
な
変
更（
変
更
に
係
る
土
地
面
積

が
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
な
い
用
途
区
分

の
変
更
）

■
申
し
出
期
間　
５
月
１
日
㈮
か
ら
29
日

㈮
ま
で

■
申
し
出
書
類　
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
農
林
課
か
ら
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
農
林
課
農
政
推
進
係

（
☎
・
内
線
13

４
１
）

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

軽
微
な
変
更
を
受
け
付
け

市役所からのHOT LINE
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市
は
下
表
に
示
す
市
営
住
宅
の
入
居
者

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
人

は
必
要
書
類
を
そ
ろ
え
、
申
し
込
み
し
て

く
だ
さ
い
。

　
先
着
順
に
書
類
審
査
を
行
い
、
空
き
が

な
く
な
り
次
第
、
募
集
を
終
了
し
ま
す
。

■
家
賃
・
敷
金　

▼
家
賃　
八
幡
平
市
営
住
宅
条
例
に
基
づ

き
、
入
居
者
決
定
世
帯
の
収
入
に
よ
り
決

定
▼
敷
金　
入
居
時
家
賃
の
３
カ
月
分

■
申
込
書
の
配
布
場
所　
建
設
課

■
問
い
合
わ
せ
先　

建
設
課
建
築
係

（
☎
・
内
線
１
３
０
６)　

市
営
住
宅
の
入
居
者
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す

入
山
時
や
農
作
業
時
は

ク
マ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
春
先
は
ク
マ
が
冬
眠
か
ら
目
覚
め
る
季

節
で
す
。
ク
マ
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
た
め

に
、
次
の
こ
と
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

▼
入
山
地
域
の
ク
マ
の
出
没
情
報
を
収
集

し
、危
険
な
場
所
に
は
近
づ
か
な
い
。
▼

朝
夕
や
霧
が
出
て
い
る
時
の
入
山
は
避

け
、単
独
行
動
は
し
な
い
。
▼
鈴
、笛
、ラ
ジ

オ
な
ど
音
が
出
る
も
の
を
身
に
着
け
、人

の
存
在
を
知
ら
せ
る
。
▼
ク
マ
撃
退
ス
プ

レ
ー
を
持
ち
歩
く
。
▼
ク
マ
の
フ
ン
や
足

跡
を
見
つ
け
た
ら
引
き
返
す
。
▼
も
し
ク

マ
に
出
合
っ
た
ら
、慌
て
た
り
、騒
い
だ
り

し
て
ク
マ
を
刺
激
し
な
い
。
▼
逃
げ
る
際

は
背
中
を
見
せ
な
い
。ま
た
、走
ら
ず
、ゆ
っ

く
り
後
退
す
る
。
▼
ク
マ
を
引
き
寄
せ
な

い
た
め
、野
山
に
生
ご
み
な
ど
を
捨
て
な
い
。

■
有
害
鳥
獣
対
策
事
業
補
助
制
度　
ク
マ

な
ど
に
よ
る
農
作
物
被
害
対
策
と
し
て
、

電
気
柵
の
設
置
が
有
効
で
す
。鳥
獣
被
害

防
止
を
目
的
と
し
た
設
置
に
対
し
て
補
助

が
あ
り
ま
す
。
設
置
を
検
討
し
て
い
る
人

は
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

農
林
課
林
業
係

（
☎
・
内
線
１
３
３
８
）

　
市
は
市
職
員
採
用
試
験（
中
途
採
用
）を

次
の
通
り
行
い
ま
す
。

■
職
種
と
受
験
資
格

■
採
用
予
定
日　
10
月
１
日
㈭　
※
詳
細

は
面
談
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

■
試
験
日　
６
月
29
日
㈪

■
試
験
会
場　
西
根
病
院

■
申
し
込
み
方
法　
受
験
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵
送

（
必
着
）で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
受
験
申

込
書
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
か
、
総
務
課
ま
た
は
西
根
・

安
代
両
総
合
支
所
か
ら
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
５
月
29
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課（
☎
・
内

線
１
２
３
１
）

市
職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す

看
護
師
（
若
干
名
）

▼
受
験
資
格　
看
護
師
免
許
を
有
し
、昭
和

60
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

診
療
放
射
線
技
師
（
１
人
）

▼
受
験
資
格　
診
療
放
射
線
技
師
免
許
を
有

し
、昭
和
55
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

表＿入居者を募集する市営住宅（全て風呂付き）

住宅名 場所 建設年度 間取り 単身

柏台第一住宅 柏台 S60～ H１ 2LDK 〇

時森住宅 松尾 S56 3K 〇

湯沢住宅 松尾 H７ 2LDK ×

曲田住宅 安代 H１ 2LK ×

コマクサ 柏台 S56 2DK 〇

コマクサ 柏台 S56 3DK ×

※単身＝単身入居の可否

住宅名 場所 建設年度 間取り 単身

ニッコウキスゲ 柏台 S57 2LDK ×

チングルマ 柏台 S57 2DK ×

シャクナゲ 柏台 S58 3DK ×

ミズバショウ 柏台 S58 3K ×

４号棟 柏台 S62 2LDK 〇

湯沢住宅（特公） 松尾 H７、８ 2LDK ×

農
業
集
落
排
水
施
設
な
ど

使
用
世
帯
の
人
員
を
調
査

　
市
は
毎
年
４
月
１
日
お
よ
び
10
月
１
日

を
基
準
と
し
て
、農
業
集
落
排
水
施
設
な
ど

の
使
用
世
帯
人
員
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

調
査
対
象
は
❶
農
業
集
落
排
水
❷
集
合
浄

化
槽
❸
自
家
水
・
組
合
水
道
水
を
排
水
し

て
い
る
公
共
下
水
道
の
使
用
世
帯
で
す
。

　
基
準
日
ま
で
の
使
用
料
算
定
人
数
と
基

準
日
に
お
け
る
住
民
登
録
人
数
が
異
な
る

世
帯
に
は
、
上
下
水
道
課
か
ら
確
認
の
案

内
書
を
郵
送
し
ま
す
。

　

使
用
人
数
の
変
更
を
希
望
す
る
場
合

は
、
同
封
す
る
使
用
者
等
変
更
届
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
案
内
書
の
内
容
に
変
更

の
無
い
世
帯
は
提
出
不
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
上
下
水
道
課
経
理
係

（
☎
・
内
線
１
２
７
２
）

市役所からのHOT LINE
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